
事業概要【誰もが活躍できる地域づくり推進事業】

令和７年度第１回募集初回採択回山形県申請者

237,290千円
（78,122千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R9年度事業計画期間

地⽅への⼈の流れ分野事業分野インフラ
整備事業

拠点整
備事業✓ソフト

事業経費の類型

・⼀⼈ひとりが幸福を実感できる活⼒ある地域づくりを進め、「若者・⼥性の県内定着・回帰、外国⼈材の受⼊・定着の促進に向けた、魅⼒的な
働きやすい、暮らしやすい山形県」そして「多様な⼈材が活躍できる山形県」を目指すため、次の取組みを実施する。
①若者の地元定着・回帰を促進するため、若者や⼥性が地域で活躍できる環境の整備②性的マイノリティに対する理解の促進③外国⼈が地
域社会に溶け込み、活躍できる環境づくりの推進④外国⼈材の受⼊・定着の促進⑤多様な価値観や⽣き⽅を受け⼊れることができるよう意識
面での「土台（基盤）」の構築（アンコンシャス・バイアスの解消）

目的・効果

【ソフト事業経費】
〇⼥性活躍推進事業
・固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発
（委託料）2,000千円
〇若者活躍推進事業
・山形での多様な働き⽅や山形暮らしのWebサイト等での発信
（委託料）6,079千円
〇⽂化芸術交流事業
・郷土芸能・⽂化芸術の鑑賞等の機会の創出
（補助⾦）2,500千円
〇外国⼈材受⼊拡大・定着促進事業
・外国⼈材の活⽤について理解を促進するためのセミナー開催
（委託料）734千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費



山形県

役割 名称（関係性） 役割 名称（関係性） 委託内容

委託料
・全体の進捗管理
・関係者との連絡・調整

・株式会社ダイバーシティメディ
ア
・NAGATA AGENT株式会社
（県からの委託）

・映画館ＣМの作成、上映
・ショッピングモール内デジタル
サイネージ広告の制作、放映

需用費

役務費

報償費

旅費（費用弁償）

食糧費

需用費

役務費

使用料

委託料
・全体の進捗管理
・関係者との連絡・調整

未定（県からの委託） ・動画の撮影及び編集

報償費

旅費（費用弁償）

食糧費

需用費

役務費

使用料

報償費

需用費

役務費

使用料

建設業における女性人材の活用について理解を促進していくため、建設業者に対する意
識啓発の取組を実施
・建設業の経営者を対象に、建設業における女性の働き方やキャリアアップ方法を学ぶ
セミナーを開催

委託料
・委託業者の選定
・全体の統括業務
・関係者との連絡、調整

未定（県からの委託） ・セミナーの企画、運営

女性活躍推進事業

・地元就職・定着に向けた中高生対象のオフィスツアーの実施

・全体の進捗管理
・関係者との連絡・調整
・訪問企業への謝礼
・チラシ・ポスターの作成
・チラシ・ポスターの郵送
・借上げバスの使用

（同左）
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・夫婦の家事・育児分担意識向上のための講演会等の実施

・講師との連絡・調整
・チラシ印刷（講演会の広報・
PR）
・チラシ発送、託児利用料
・会場使用料
・講師昼食代等

（同左）

・女性の多様な生き方や働き方を発信する啓発動画の作成やセミナーの開催

（同左）

・関係者との連絡・調整
・動画出演者、セミナー講師への
謝礼
・セミナーの実施

（同左）

（同左）

連携市町村

女性活躍推進のため、県内各地域の現状・課題に合わせた取組を実施
・固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発動画の作成と放映

（同左）

・全体の進捗管理
・関係者との連絡・調整

（同左）

■具体的な交付金の使途及び実施体制

事業内容（設備・備品） 支援対象者支出方法
事業推進主体 委託先等



若者活躍推進事業

委託料
・全体の統括業務
・関係者との連絡・調整

株式会社山形アドビューロ
（県からの委託）

・Ｗｅｂサイト等での発信業務支
援及び運用・保守
・チラシ作成
・取材活動支援
・交流会の開催
・冊子の作成及び送付

需用費 ・資料作成

委託料
・全体の統括業務
・関係者との連絡・調整

ＡＩＳＯＨＯ株式会社
（県からの委託）

・若者活動の総合窓口業務
・ポスター、パンフレット、情報
紙の作成
・若者支援情報の収集・提供業務
・Ｗｅｂサイト運用・保守

補助金 地域活動実施団体

報償費

需用費

役務費

高校生を対象とした地元企業等での現場体験や意見交流会等を実施
・高校生に対し、大学や地元企業と共に現場体験や意見交流会等を実施
・高校生から山形でやりたい仕事のアイデアを募集し、地元企業等の支援を受けながら
ブラッシュアップして発表の場を設置

補助金 山形大学
・全体の進捗管理
・関係者との連絡・調整

山形大学 ・高校生に対する研修等の実施

委託料 ・ポータルサイトの運用
特定非営利活動法人
アーキネット（県からの委託）

・ポータルサイトの拡充整備
　メンテナンス

需用費
・企業等、学校等向けチラシを作
成し、周知及び利活用の促進

役務費 ・認定証の送付

性の多様性が尊重される社会づくり推進事業

委託料
・全体の進捗管理
・関係者との連絡・調整

①（公財）山形県生涯学習文化財
団
②シー・キャド株式会社
（県からの委託）

①電話相談事業の運営
②研修動画作成及び広報

報償費

旅費（費用弁償）

需用費

役務費

使用料

（同左）

（同左）

（同左）

（同左）

・全体の進捗管理
・関係者との連絡・調整
・電話相談事業に係る相談員意見
交換会の開催
・研修動画講師謝礼
・資料作成
・電話相談事業に係る電話回線の
新設
・会場使用料

（同左）

2
・全体の進捗管理
・関係者との連絡調整
・審査会の開催
・審査員への報酬
・会場使用料

若者活躍推進のため、若者の地元定着意欲の向上を目的とした山形での多様な働き方と
山形暮らしを情報発信
・若者が「やまがた暮らしびと」の情報発信者となり、山形で多様な働き方により活躍
する若者やその暮らしを取材し、Webサイト等で発信

若者活躍推進のため、若者の地域おこし活動への支援と若者がやりたいことにチャレン
ジする際の相談窓口の設置及び地域で活躍する若者等の情報を発信
・若者の地域おこし活動を支援するとともに、若者がやりたいことにチャレンジする際
の相談窓口を設置
・地域で活躍する若者等をWebサイトや冊子により県民に周知

教育支援活動に意欲的な企業等と学校等とが連携できる基盤を構築
・教育支援活動に意欲的な企業等を募集し、ポータルサイトに企業等を掲載するととも
に、学校等へも本事業の広報・周知を行う

3
多様性の尊重のため、性の多様性理解促進を目的とした研修動画作成・配信などの取組
と性的マイノリティに関する相談窓口を設置



多文化共生理解促進事業

委託料 未定（県からの委託） ・イベントの企画・運営

需用費

役務費

使用料

報酬

旅費（費用弁償）

委託料 未定（県からの委託）
・研修員の渡航手配・支援
・研修内容の企画・調整

需用費

役務費

使用料

文化芸術交流事業

補助金
みんぐるやまが
た

・全体の進捗管理 みんぐるやまがた こども郷土芸能芸術まつりを実施

需用費 ・印刷製本費

役務費 ・郵送代等

外国人材受入拡大・定着促進事業

委託料
東洋ワーク株式会社
（県からの委託）

・外国人材採用支援デスクの運営
・セミナー、相談会の開催

役務費

委託料
現地通訳機関
（県からの委託）

・現地通訳費

報償費

需用費

役務費

農繁期における人手不足解消のため、外国人材受入れ手法の構築を目的とした他県産地
との連携による「リレー派遣」を試行

給与
・全体の進捗管理
・関係者との調整

建設業における人手不足解消に向けて、外国人材の活用について理解を促進していくた
め、建設業者に対する意識啓発の取組を実施
・建設業の経営者を対象に、建設業における外国人材の就労制度や先進事例を紹介する
セミナーを開催
・外国人就労者に対しては、山形での就労や生活について聞き取りを実施

委託料
・委託業者の選定
・全体の統括業務
・関係者との連絡、調整

未定（県からの委託）
・セミナーの企画、運営
・インタビューの企画、運営

アンコンシャス・バイアス気づき発信事業

委託料
・全体の進捗管理
・関係者との連絡・調整

シー・キャド株式会社
（県からの委託）

・テレビCM放送素材の作成及び放
送
・YouTube等による啓発

需用費

役務費

・全体の統括業務
・関係者との調整
・契約事務

（同左）

本県の文化芸術団体や郷土芸能団体等地域で文化芸術活動に取り組む団体等で構成され
ている山形県芸術文化協会等と連携し、本県在住外国人が本県の伝統芸能・文化芸術等
を鑑賞する（知る）場を設置
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（同左）

・全体の統括業務
・関係者との調整
・契約事務

・全体の統括業務
・関係者との調整
・契約事務

・全体の統括業務
・関係者との連絡・調整
・資料印刷製本

（同左）

外国人材の受入拡大・定着促進を目的とした、県内企業の外国人材採用活動を支援する
専用デスクを運営
・外国人材採用の検討から受入・定着に至るまで、企業のニーズに合わせて専任のコー
ディネーターが伴走型で支援し、企業と外国人材のマッチングをサポート
・外国人材活用に関するセミナーの開催
・優良事例集による県内企業の好事例紹介
・県内企業と留学生の交流会・合同企業説明会の開催

外国人材獲得を目的に送出国へミッション団を派遣し、現地での意見交換等を実施

アンコンシャス・バイアス解消のため、社会全体の意識改革と行動変容を目的とした意
識啓発キャンペーンを展開
・テレビCMやYouTubeを中心とした様々な媒体において動画を発信し、アンコンシャ
ス・バイアス解消に向けた働きかけを実施

6

多文化共生の推進を目的とした意見交換や交流の場を設定
・本県の外国人材と関わりのある企業経営者、NPO・NGOの代表者等を含めた関係者との
多文化共生に関する意見交換会や交流イベントの開催
・県内企業の外国人材や大学留学生等と高校生が対面で文化交流等を実施

海外県人会に所属する若者を研修員として本県へ受入れ、必要な技術の習得や日本語の
学習を行うと共に、研修員のルーツとなる山形ゆかりの地の訪問や本県若者との交流、
県内観光地視察等を実施

（同左）

・全体の進捗管理
・関係者との連絡・調整
・啓発キャンペーンの実施

（同左）

（同左）

（同左）

（同左）

（同左）
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